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資金収支計算書 

科     目 金  額    科     目 金  額 

収 

 

入 

 

の 

 

部  

  

学生生徒等納付金収入  1,043,975 
                     
支 

 

出 

 

の 

 

部 

  

  

人 件 費 支 出  741,070 

手 数 料 収 入 18,959 教 育 研 究 経 費 支 出 237,915 

寄 付 金 収 入 8,608 管 理 経 費 支 出 99,233 

補 助 金 収 入 125,289 借 入 金 等 利 息 支 出  1,574 

資 産 運 用 収 入 8,046 借 入 金 等 返 済 支 出 60,661 

資 産 売 却 収 入 0 施 設 関 係 支 出  659 

事 業 収 入 0 設 備 関 係 支 出  25,257 

雑 収 入 23,922   

収 入 の 部 合 計 1,228,799 支 出 の 部 合 計 1,166,369  
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平成26年4月1日から 平成27年3月31日まで (単位：千円) 

収支差額 1,228,799千円－ 1,166,369千円 ＝ 62,430千円 

大学におけ
る資金収入 

大学におけ
る資金支出 

部門別内訳表
より抜粋 

※補助金収入の中に経常費補助金121,571千円が含まれています。 



消費収支計算書 

科     目 金 額    科     目   金 額 

消 

 

費 

 

収 

 

入 

 

の 

 

部  

  

学 生 生 徒 等 納 付 金  1,043,975 消 

 

費 

 

支 

 

出 

 

の 

 

部 

  

  

人 件 費  746,854 

手 数 料 18,959 教 育 研 究 経 費 381,673 

寄 付 金 11,911 内（減価償却費） (143,692) 

補 助 金 125,289 管 理 経 費  139,397 

資 産 運 用 収 入 8,046 内（減価償却費）   (40,163) 

資 産 売 却 差 額 0 借 入 金 等 利 息  1,574 

事 業 収 入 0 資 産 処 分 差 額  3,721 

雑 収 入 23,926 徴 収 不 能 額  0 

帰 属 収 入 合 計  1,232,106 徴収不能引当金繰入額  8,198 

基 本 金 組 入 額  0 消 費 支 出 の 部 合 計  1,281,417 

消 費 収 入 の 部 合 計  1,232,106 当年度消費収入超過額 △49,311 
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平成26年4月1日から 平成27年3月31日まで (単位：千円) 

帰属収支差額  1,232,106千円－ 1,281,417千円 ＝  △ 49,311千円 

大学で使用
した経費等 

大学におけ
る負債とな
らない収入 
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帰属収入構成比率 
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帰属収入合計  1,232,106千円 

学生生徒等納付金 

手数料 

寄付金 

資産運用収入 

雑収入 

補助金 



消費支出構成比率 
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学生数と学生納付金の推移 
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 入学定員充足率（平成22年度～平成26年度） 
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 収容定員充足率（平成22年度～平成26年度） 
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平成国際大学の各種比率 

平均※ 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度 

人 件 費 比 率 49.3％ 60.6％ 60.8％ 63.6％ 65.0％ 59.3％ 

教 育 研 究 経 費 比 率 33.9％ 31.0％ 33.8％ 34.0％ 37.7％ 39.8％ 

管 理 経 費 比 率 7.2％ 11.3％ 14.8％ 12.5％ 12.0％ 12.9％ 

帰 属 収 支 差 額 比 率 8.2％ △4.0％ △17.6％ △11.0％ △15.8％ △13.6％ 

※平均は日本私立学校振興・共済事業団で発行している「今日の私学財政」に掲載されている大学
部門（医歯系大学を除く）の平成25年度平均値です。 

 ・ 人件費比率 ＝ 人件費 ／ 帰属収入 

・ 教育研究経費比率 ＝ 教育研究費 ／ 帰属収入 

・ 管理経費比率 ＝ 管理経費 ／ 帰属収入 

・ 帰属収支差額比率 ＝ （帰属収入 – 消費支出） ／ 帰属収入 



  平成26年度平成国際大学の財務状況は次のとおりです。 

 

 （１）資金収支計算書 

     平成26年度決算は、収入の基本である学生生徒等納付金収入が1,043,975千円であり学生数1,030名(5月1日現在大学院含)  

   学生1人当たり約1,013千円、補助金収入は、125,289千円となり、そのうち経常費補助金が121,571千円で、学生1人当り約  

   118千円、その他の収入を含め資金収支内訳表の収入の部計は1,228,799千円となりました。 

    支出の部は、人件費支出が741,070千円であり教職員数127名(5月1日現在)、教育研究経費支出237,915千円、管理経費支 

   出99,233千円、施設設備投資に係る借入金返済支出60,661千円、IT教育設備(パソコン)の購入等設備関係支出25,257千円、  

   その他の支出を含め資金収支内訳表の支出の部計は1,166,369千円、内訳表での収支差額は62,430千円となりました。 

 

 （２）消費収支計算書 

    帰属収入合計は、学生生徒等納付金、手数料、寄付金、補助金等学校に帰属する負債とならない収入で1,232,106千円とな   

   りました。支出の部は、人件費、教育研究経費、管理経費等その他の支出を含め1,281,417千円、帰属収支差額は△49,311千    

   円となりました。 

 

 （３）財務比率    

   ①人件費比率は、60.6%となり全国平均を上回っているため、60%以下を目標に取り組む。(低い値がよい) 

   ②教育研究経費比率は、31.0%と全国平均にはとどかないが適正な範囲である。(高い値がよい) 

      ③管理経費比率は、11.3%と全国平均に比べ高い数値である、経費節減等抑制に努める。(低い値がよい) 

     ④帰属収支差額比率は、△4.0%であり、プラスに転じるよう努力する。(高い値がよい) 
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平成国際大学の財務状況 


